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 駅 から 離 れ た 地 域 に 住 む 市民 が自 宅と 駅を 行き 来す るに あた って は、

調布 市 内 の 道 路 は 自転 車 通 行帯 が十 分に 整備 され てお らず 坂道 も多 く南

北は 通 行 し が た い こと に 加 えて 、雨 天や 積雪 の際 には 危険 なた め自 転車

を利 用 す る こ と も でき ま せ ん。  

その ため 、 公 共 交 通 機 関を 利用 する 必要 が多 々あ りま すが 、特 に南 北

に移 動 す る た め の 公共 交 通 機関 はバ スし かな く、 バス は市 民の 足と して

必須 と な っ て い ま す。  

しか しな が ら 、 上 述 の とお り南 北の 移動 はバ スが 欠か せな いに もか か

わら ず 、 調 布 市 を 運行 し て いる バス は始 発が 遅く （早 くて も６ 時台 にわ

ずか な 本 数 ） 、 特 に土 日 は さら に遅 い始 発の 時間 帯で のみ しか バス が運

行し て い ま せ ん 。  

コロ ナ禍 に よ る 働 き 方 改革 に伴 うフ レッ クス ・シ フト 勤務 のい っそ う

の推 進 や 、 新 型 コ ロナ ウ イ ルス 感染 防止 のた めの 時差 出勤 によ り、 従来

とは 異 な り 出 退 勤 の時 間 も 早朝 や深 夜、 土日 など 多様 にな って きて いま

す。  

しか しな が ら 上 述 の 通 り調 布市 内の バス は始 発が 遅く 早朝 の本 数も 少

ない た め 、 調 布 市 民は シ フ ト勤 務や 時差 出勤 を行 うこ とが 難し く、 また

出張 、 旅 行 、 子 ど もた ち の クラ ブ活 動な どで 早朝 に移 動し なけ れば なら

ない と き の 足 が あ りま せ ん 。  

令和 元年 第 ３ 回 調 布 市 議会 定例 会に おい て、 「バ ス会 社各 社へ の運 行
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ダイ ヤ の 拡 充 を 要 請す る こ とを 求め る陳 情」 を採 択い ただ きま した が、

その 後 コ ロ ナ 禍 に より 逆 に バス 会社 各社 が運 行を 縮小 して しま った ため ､

有耶 無 耶 に な っ て しま い ま した 。  

主要 な公 共 交 通 機 関 で ある バス の利 便性 を高 め、 市民 が多 様な 働き 方

や経 済 活 動 、 子 ど もた ち の 安全 な移 動が でき るよ うに 、経 済活 動そ の他

の活 動 が 復 活 し 始 めた 現 在 改め て、 調布 市と して 、下 記の とお りバ スの

運行 時 刻 の 拡 大 を バス 会 社 各社 へ要 請を して いた だき たく 、陳 情い たし

ます 。  

 

記  

 

１． 要 請 対 象 の バ ス会 社  

（１ ）  京 王 電 鉄 バス 株 式 会社 およ び京 王バ ス株 式会 社  

（２ ）  小 田 急 バ ス株 式 会 社  

（３ ）  神 奈 川 中 央交 通 株 式会 社  

 

２． 要 請 内 容  

平日 およ び土 日祝 日 に お け る朝 ５時 台〜 ６時 台の バス 運行 およ び本

数の 増加 （ 特 に 三 鷹 通 りを 運行 する バス ）  


